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• 略号の初出チェック機能追加

• 略号辞書が重複している項目において、大文字/小文字を無視してフルスペルを比較できるように改善

• 一部の環境でSharePointの略号辞書が開けない不具合修正

• 除外リストに登録された略号が完全一致していなくても除外されてしまう不具合修正

• 書式が異なる同一の略号と説明が存在する場合に該当の略号辞書が正しく読み込めない不具合修正

• 中国語のUI追加

• その他軽微な不具合修正

Version 1.4
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略号の初出チェック機能追加

2

略号の初出チェックが可能となり、略号が記載されていない箇所もしくは
略号が初出以外に記載されている箇所の検出と修復が可能となりました。



• 辞書保存時にユーザ辞書を所定の格納先へ集約する機能追加

• 管理者向けに辞書の管理機能追加

• 略号辞書保存時に環境によってエラーとなる不具合修正

• 略号に全角数値が含まれている場合に読み込みエラーとなる不具合修正

• その他軽微な不具合修正

Version 1.3
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辞書保存時にユーザ辞書を所定の格納先へ集約する機能追加

4

辞書保存時にユーザ辞書を所定の格納先へ自動的に集約できるようになりました。
集約されたユーザ辞書は辞書の管理機能によりメンテナンス可能となります。

保存されたタイミングで
所定の格納先へコピーが保存されます。



管理者向けに辞書の管理機能追加
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辞書の管理機能により、集約されたユーザ辞書とマスター辞書の差分を抽出し、
保存したい項目を選定した上でマスター辞書へ反映することが可能となります。



• 略号辞書が重複している項目に対する個別指定モード機能追加

• 個別指定モードで指定された新たなパターンを辞書へ保存する機能追加

• 除外した項目を次回読み込み時も保持する機能追加

• 既存の略号一覧表へ差分箇所のみ出力する機能追加

• 略号をリストアップする際のソートの仕様を以下へ変更

• その他軽微な不具合修正

ソートキー 従来 Version 1.2以降 例

第1ソートキー
最初に見つかったアルファベット
（ギリシア文字は対応するアルファ
ベットへ変換）を用いて比較

最初に見つかったアルファベット
（ギリシア文字は対応するアルファ
ベットへ変換）を用いて比較

「ΔQTcI」は頭文字を「D」として比較

第2ソートキー N/A

アルファベットのみの文字列比較
（ギリシア文字は対応するアルファ
ベットへ変換）

「Cmax/D」と「Cmax,ss」はアルファベット
のみで比較し、「Cmax/D」を先に表示

第3ソートキー N/A 文字列に含まれる数値毎に値を比較
「AUC0-24」と「AUC0-8」は、
数値が小さい「AUC0-8」を先に表示

Version 1.2
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略号辞書が重複している項目に対する個別指定モード機能追加
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ダブルクリック[Ctrl]キーを押しながらダブルクリック

言語毎に個別に辞書を指定できるようになりました。
（上図は日本語を個別に指定する例）

これまでと同様にダブルクリックでも辞書の指定は可能です。
（ダブルクリックの場合、英語と日本語がまとめて指定される）

個別指定モード 通常モード



個別指定モードで指定された新たなパターンを
辞書へ保存する機能追加
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個別指定モードで指定された新たなパターンは
辞書の保存対象となります。

（背景が水色の場合に保存が行われます）



除外した項目を次回読み込み時も保持する機能追加
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除外した項目は次回読み込み時も除外状態が保持されるようになりました。
本機能により、不要な項目を都度除外する手間を省くことが可能となります。

（本機能は文書毎に除外状態が保持されます）



既存の略号一覧表へ差分箇所のみ出力する機能追加
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※[いいえ]を選択すると、選択している表が置き換えられます。

既存の略号一覧表に存在しない項目は追加（青枠）され、
略号辞書と異なる説明は改訂（黄枠）されます。

出力中に既存の略号一覧表のみに存在する項目が見つかった場合、
行全体が赤字に設定されメッセージが表示されます。

略号一覧表作成時に既存の略号一覧表が選択されている場合、
以下のメッセージが表示され、[はい]を選択すると変更履歴付きで差分のみが出力されます。



Version 1.1
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• ダークモードの対応（一部UIのデザイン変更）

• 略号辞書が重複している項目を選択後に背景色を変更する機能を追加

• 設定画面へフルスペルチェックの設定項目を追加

• ドラッグ＆ドロップで項目を追加する際、選択範囲が単一セルの場合は表として処理しないように仕様変更

• ドラッグ＆ドロップで項目を追加する際、フルスペルの記載が存在しない場合は選択範囲を略号として追加

する仕様へ変更

• 略号辞書が重複している項目に対し、優先して選択する辞書の指定機能追加

• その他軽微な不具合修正



ダークモードの対応（一部UIのデザイン変更）
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ダークモードでもSmart Abbreviatorの
利用が可能となりました



略号辞書が重複している項目を選択後に
背景色を変更する機能を追加

13

略号辞書が重複している項目の辞書を選択すると、
選択したことが分かるように背景色が変更されるようになりました。



設定画面へフルスペルチェックの設定項目を追加

14

設定画面からフルスペルチェックの内容を個別で指定できるようになりました。



Version History

リリース日 バージョン バージョンアップ内容

2026/01/09 1.4 • Minor Update

2025/09/25 1.3 • Minor Update

2025/06/18 1.2 • Minor Update

2025/04/22 1.1 • Minor Update

2024/10/01 1.0 • Release

• Microsoft® Wordは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。

• その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。

販売開発元：

株式会社eMaterials

〒346-0022 埼玉県久喜市下早見309-15

TEL: 03-6427-9698

URL: https://www.ematerials.jp

https://www.ematerials.jp/
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